
エッセイ 千字文

 1    

月刊

12月号目次

二
〇
一
三
年
に
初
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

を
訪
れ
た
。
一
九
八
六
年
に
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
あ
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
あ
る
。
訪
問
は
原
発
事
故
跡
地
の
観

光
利
用
を
取
材
す
る
た
め
だ
っ
た
が
、
豊
か
な
自
然
に
ソ

連
時
代
の
廃は

い

墟き
ょ

が
沈
む
Ｓ
Ｆ
的
な
光
景
の
魅
力
に
取と

り
憑つ

か
れ
、
創
業
し
た
会
社
「
ゲ
ン
ロ
ン
」
で
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ま
ま
で
五
回
開
催
し
て

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
こ
の
秋
も
行
く
は
ず
だ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
と
現
在
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
は
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
の
時
点
で
は
政
権
は
親

ロ
シ
ア
で
、
街
中
に
ロ
シ
ア
語
が
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
後
、
民
族
主
義
が
台
頭
し
た
。
政
権
が
替
わ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
は
い
ま
や
実
質
的
な
戦
争
状
態
に
あ

る
。
首
都
キ
エ
フ
の
標
識
か
ら
も
ロ
シ
ア
語
は
一
切
消
え
て

し
ま
っ
た
。

ゲ
ン
ロ
ン
の
ツ
ア
ー
は
原
発
事
故
と
復
興
に
つ
い
て
学

ぶ
も
の
だ
。
だ
か
ら
最
初
は
民
族
主
義
は
ツ
ア
ー
の
目
的

に
関
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
訪
問
を
重
ね

る
う
ち
に
、
そ
れ
は
誤
り
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
の
名
を

原
発
事
故
で
記
憶
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
同
地
に
は
事
故
以
前
に
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
を
含
む
ポ
リ
ッ
シ
ャ
地
方
は
、
欧
州
最
大
の

森
林
地
帯
だ
。
ス
ラ
ブ
民
族
の
故
郷
と
も
い
わ
れ
る
同
地

は
、
近
代
の
国
境
で
は
境
界
に
位
置
し
て
い
て
、
二
〇
世

紀
に
は
繰
り
返
し
戦
禍
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
は
か
つ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
街
で
も
あ
っ
た
。
当
地
に
ソ
連

最
大
の
原
発
が
建
設
さ
れ
た
経
緯
に
は
、
そ
ん
な
「
辺
境

性
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
前
史

は
民
族
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。

大
き
な
事
件
に
は
土
地
固
有
の
歴
史
を
塗
り
つ
ぶ
す
効

果
が
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
地
を
被
災
地
と
し
て
み

れ
ば
、
そ
こ
に
は
被
災
者
し
か
み
え
な
く
な
る
。
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら
に
は
被
災
以
外
の

人
生
も
あ
る
。
そ
れ
を
発
見
し
な
け
れ
ば
、
事
故
の
本
質

は
み
え
な
い
。
ゲ
ン
ロ
ン
の
「
観
光
」
を
通
し
て
、
参
加

者
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
と
無
造
作
に
記
し
て

き
た
。
じ
つ
は
そ
れ
は
ロ
シ
ア
語
で
の
地
名
で
あ
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
で
は
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
と
い
う
。
事
故
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
地
が
い
ま
も
ロ
シ
ア
語
名
の
ま
ま
記
憶
さ
れ

続
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
「
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
」
と
呼
ぶ
こ
と
、
そ
こ
に
す
で
に
政
治
と
歴
史

が
入
り
込
ん
で
い
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
現
実

東あ
ず
ま 

浩ひ
ろ

紀き

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。
批
評
家
、
作
家
。
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了

（
学
術
博
士
）。
ゲ
ン
ロ
ン
取
締
役
。
著
書
に
『
存
在

論
的
、
郵
便
的
』（
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
、
新
潮
社
）、

『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』（
講
談
社
）、『
ク
ォ

ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
』（
三
島
由
紀
夫
賞
、
新

潮
社
）、『
一
般
意
志
2
・
0
』（
講
談
社
）、『
ゲ
ン
ロ

ン
0 

観
光
客
の
哲
学
』（
毎
日
出
版
文
化
賞
、
ゲ
ン

ロ
ン
）、『
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
す
る
地
球
』『
哲
学
の
誤

配
』（
と
も
に
ゲ
ン
ロ
ン
）
な
ど
多
数
。
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